
バドミントンラケットのスイートスポット  

The Sweet Spot of a Badminton Racket 

Abstract 

 It  is thought the higher the tension of  a racket is, the less distance a shuttlecock 

wil l  travel. We examined this through an experiment. The rebound coeff icient of two 

tensions was the same. We concluded that the higher the tension  is, the stronger 

the impact to the hand is  so we can ’ t  swing with ful l  power.  

１．目的  

 バドミントンのラケットのガットのテンションとはね返り係数の関係、およびス

イートスポットの面積について研究する。  

２．方法  

２種類の張力で張ったラケットに、高さ 1.66ｍからスーパーボールを落とし、当

たった場所と最高到達点を測定しグラフ化する。  

３．結果  

 

２種類のラケットの中央付近でのはね返り係数はともに 0.95 程度であった。  

４．考察  

 張力の小さいラケットの中央付近以外ではね返り係数が小さくなるのはガットが

たわみ斜めにはね返るためであると考えた。この傾向はラケットを振ることで、衝

突速度が大きくなるとより顕著になると予想できる。張力の大きなラケットほど飛

びにくいと感じるのは手にかかる衝撃が大きくなり、しっかりと振り切れていない

ためであると考えた。また、ラケットを重くする、シャフトをやわらかくすると衝

撃を小さくできることも予想できる。  

５．結論  

スイートスポットとは、垂直にはね返る場所のことである。したがって、張力が小

さい時、または衝突速度が速い時、斜めにはね返る場所が広くなり、スイートスポ

ットは狭くなる。  
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